





















1920年代のコンプレックス ･システムを採用 したグース ･プログラムは,新 しい社会主
義的人間を育成するための道を教育課程の上で具体的に示 し,学校 と生活との結合や教育
と生産労働との結合など,社会主義的人間形成の諸原則を実現 しようとした｡しかし,コ













さらに,例えば初等教育段階 (第 1-4学年)では,コンプレックス ･テーマに基づ く













































2 ドル トン ･プランとプロゼク ト･メソッ ドの影響
1920年代の旧ソ連の学校教育では,アメリカのドルトン･プラン (AaJlbToロ-nJTaH)
やプロゼクト･メソッド (Me'Ojl nPoeKTOB)が輸入され,コンプレックス ･メソッ
ドとともに広まっていった｡とりわけ1920年代後半には,社会生活の全環境が人間を教育
するという ｢学校死滅論 (TeOPH R O'MHPaHM Ll" On tJ)｣ の考え方 と結びつ く
形でプロゼク ト･メソッドが教育活動の基本にすえられ, ドル トン ･プランに基づいて導




共産党中央委貞会政治局員ジダーノフの演説 (1948)の一節を引用 して示 しているが,そ
れは次のようなものである｡



























































1931年 8月25日,全ソ連邦共産党 (ボ)中央委員会は,｢初等学校 と中等学校について




















































校の教授要目と生活規準について (06 yqe6HtJX nPorPaMMaX H PeXHMe














学の教授要目と労働の教授要目との間などの連携 (yB冗 3Ka Me)KJly 0TJte-








的に習得 し,事実を知 り,正確な話 し言葉 ･書き言葉 ･数学的計算などの習熟を身



































3 新 しい学校教育制度と教科課程 ･教授要目
決定 ｢初等学校及び中等学校の教授要 目と生活規準について｣(1932)においては, ま









る初等 ･中等学校の構造について (0 cTPyKTyPe HaqanbHO由 H CPeA He白
U K O JH J B CCCP)｣27)において,全ソ連邦に共通な次のような3形態の普通教育学校
が定められた｡
初等学校 (HaqaJlhH aR U KOL" ) ･･･-･ - --･･ ･ ･･･-第 1- 4学年 (4年制)
不完全中等学校 (TlerTOn H a只 CPeAH M u KO刀 a)
- --･- --第 1-7学年 (7年制)
中等学校 (cpeA t" 只 Lu K O 刀a) 第 1-10学年 (10年制)





表 2 1934/35学年度 中等学枚 (都市)教科課程29)
(1934年7月31日ロシア共和国教育人民委員部承認)
教 科 週 間 授 業 時 間 数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
ロ シ ア 語 と文 学 9 8 7 7 7 5 4 4 2 4
数 -学 5 5 5 6 6/5 5 4/5 4/5 5 51/224
博 物地 質学 と鉱 物 学理 13 231 2 3 2/3 2 2 2 3/213 1 2 2
歴 史共 産 党外 国 語 2413 23 23 43 4物 理天 文化 学社 会労働 .塑像 .図画働図穀 図 .1 1 4/321 2/3231 3/2231
体 育早 手 教 練唱 歌 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1/0
注 :｢/｣で示される部分は,前部が前半年,後部が後半年の授業時間数である｡
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他方,教科課程の作成と並行 して新 しい教授要 目も作成された｡すなわち決定 ｢初等学












植物学 (6o T aH H ･K a)の基礎
動物学 (3 0 0 J.0 r… )の基礎 (初歩的な進化学説を含む)
人間と動物の生理学 (中 日 3 H O L汀 O r 日 月 ),有機世界の発達理論
このような ｢植物学-動物学-生理学｣ という内容構成は,既成の生物学をその各分野
に沿って系統的に学習させようとするものであ り,コンプレックス ･システムによるグー
ス ･プログラムが 3つの柱 (自然一労働一社会)を中心とする内容構成を採用 していたこ
とと比べれば,きわめて大きな変化である｡
また,第6-8学年の化学の新 しい学習テーマと配当時間数は,次のようなものであっ


















































































































54 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 Nn32(1999年)
れた1934年の教科課程では,1927年の教科課程と比較 して,物理の学習開始が第5学年か













































































フェドローワ (B. H.¢ eA O P O B a) とキリュシュキン (A.M. KH P tO u K H H )によ
れば,コンプレックス ･システムが採用された1920年代以降,旧ソ連の学校教育において
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